
別紙様式１（高） 

令和５年度 学校経営計画表 

１ 学校の現況 

学校番号 51 学校名 茨城県立石岡第一高等学校 課程 定時制 学校長名 白土 毅 

教頭名 中尾 健一   事務（室）長名 諸岡 重彰 

教職員数 教諭 ６ 
養護

助教

諭 

１ 
常勤 

講師 
０ 

非常勤 

講師 
３ 

実習教諭、実習講師、

実習助手 
０ 

事 務

職員 
０ 

技 術

職 員

等 

３ 計 １３ 

生徒数 
小学科 

１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普通科 ２ ３ ５ ２ ２ ５ ３ ０ 12 10 ４ 

２ 目指す学校像 

(1) 創立 110年を超える歴史と伝統を受け継ぎ、各学科の特色を生かし、地域における教育の中核として「魅力ある学校」「信頼される学校」となる。 

(2) 生徒一人一人が個性を伸ばし、将来の夢を実現するための知識・技能を身に付け、自信と誇りを持てる学校となる。 

(3) あらゆる教育活動の場面で、一人一人が輝く活力ある学校となる。 

３ 三つの方針（スクール・ポリシー） 

育成を目指す資質・能力に関する方針 

（グラデュエーション・ポリシー） 

○「学び直し」に力を入れ、基礎学力の定着をはかり、社会で生きる力を養います。 

○「なりたい自分」を見つけ、その実現のために努力する力を育成します。 

○多様性を認め、他者と協調・協働して行動する力を養います。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

○少人数クラスにより、丁寧でわかりやすい授業を展開し、基礎基本の定着をはかります。 

○学年を越えた学校全体での諸行事を通して、他者と協働して物事に取り組むことによって、コミュニケーション

能力や社会性を育みます。 

○学校生活での不安を抱える生徒に対し、丁寧な支援・相談を行うとともに、さまざまな機関とも連携してサポート

していきます。 

○学校生活やアルバイトを通して、他者から学び自分を見つめることを大切にしていきます。 

入学者の受入れに関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

○基礎から学び直したい生徒。 

○働きながら高校へ通い、卒業を目指して頑張れる生徒。 

○学校行事など集団生活を通して、様々な体験をしたい生徒。 

○社会と学校のルールやマナーを守って、落ち着いた高校生活を送りたい生徒。 
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４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導 ・多様な生徒が在籍し、学力の差が大きい。学習への興味・関心にも

差が見られる。 

・教材の精選と学習・課題プリントの作成と工夫。 

・対話と考えさせることを大事にする授業の展開。 

進路指導 ・進路意識に差があり、卒業後に企業に正式採用されない生徒がいる。 

・修業年限３年での卒業（３卒）を希望する生徒がいる。 

・進路選択に関する情報の提供及び指導の充実。 

・通信制との併修、高認試験希望者への学習支援の充実。 

生徒指導 ・基本的生活習慣の確立に努めているが、欠席や遅刻が目立つ生徒が

いる。 

・社会性・規範意識の育成が必要である。 

・基本的な生活習慣の確立。 

・家庭との連携強化及び教育相談体制の確立。 

・問題行動等に対する迅速な情報収集と的確な対応。 
特別活動 

 

・学校行事やホームルーム活動に対し、積極性に欠ける生徒がいる。 

・就業者（アルバイト）が多いものの勤労意識には個人差がある。 

・生徒の活動意欲の醸成。 

・継続的な就業体験の記録、振り返りを通して勤労観の育

成を図る 

保健厚生 ・家庭環境や心に問題を抱えている生徒が少なくない。 

・食生活に問題のある生徒が少なくない。 

・教育相談体制の確立や外部機関との積極的連携。 

・学校給食に興味関心を持ち、食の大切さを学ぶ食育指導

の充実を図る。 

職員の勤務環境の整備 ・生徒及び保護者への様々なニーズに応えるため、職員は熱意や使命  

感をもって業務を担っており、時間外の対応件数も少なくない。 

・業務配分の均等化など、年間を通じた業務の在り方の確

立を図る。 

・限られた時間の中で子供たちに効果的な教育活動を行

うために、ICTの活用による効率的や係分担・行事の見直

しに加え、家庭や地域などと協働して子供たちを育む体

制を整備する必要がある。 

 

５ 中期的目標 

１ 基礎・基本を重視した教科指導の内容及び方法の改善に取り組み、基礎学力の向上を図る。また学び直しの機会としてアプローチする。 

２ 規則正しい学校生活を通して、基本的な生活習慣の育成に努める。 

３ 進路選択に関する情報を提供し、相互理解の中で進路意識の高揚を図る。 

４ 生徒一人一人との関わりを重視し、特別活動の充実を図る。 

５ 食や安全に関する指導を展開し、自らを見つめながら健康に生きる力を育む。 

６ 年間を通じた職員の勤務様態を鑑みた業務の在り方の確立により、働き方改革を図る。 
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６ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

１ 基礎学力の向上 ・授業時間の確保に努める。 

・生徒の実態に応じた教材を利用し、学習・課題プリントの利用により「分かる授業の実施」に努め、学習意欲を高めさせる。 

・地域の特別支援学校との連携をはかり、多様な生徒の実態にあわせた教育方法の検討をすすめる。 

２ 進路意識の確立 ・進路に関する情報収集や適切な進路選択ができる能力を育て、将来への目標設定を促す。 

・３卒に向けた進路相談及び学習支援により進路意識を醸成する。 

３ 基本的生活習慣の育成 ・欠席や遅刻を減らし、仕事と学校での学習の両立を促す。 

・家庭や社会との連携を図り、社会規範を遵守する態度を育てる。 

４ 特別活動の充実 ・学校行事やホームルーム活動へ積極的に参加させ、それらの活動を通して仲間意識や信頼関係を構築させる 。 

・継続的な就業体験で学んだことを振り返り、将来の生き方を考えさせる。 

５ 保健厚生の充実 ・心身の健康増進、自己管理能力の向上を図るため、教育相談体制を充実させる。 

・給食を通して、望ましい食習慣や食の自立等、食育の充実を図り、感染症対策など衛生管理面の意識を育てる。 

６ 外部への情報発信 ・HPや新聞等のメディアを活用し、保護者や地域に積極的に情報を発信する。 

・地域に開かれた学校づくりを推進する。 

７ 教員の働き方改革の推

進と服務規律の遵守 

・日常業務を見通し、効率化を図るとともに、長期休業中に閉庁日を設け、加えて休日のまとめ取りを推奨する。 

・教員はコンプライアンス意識の向上に努め、服務規律の遵守を徹底する。 

８ 授業改善の推進 ・生徒の学び（授業観・学習観）とともに教師自身の学び（研修観）を転換し、個別最適な学び、協働的な学びの充実を通じ

て、「主体的・対話的で深い学び」を実現する。 

・教師一人一人が、生徒による授業評価（「中間評価」等）をもとに日々適切に授業改善をする。 

・学校の目標として、「生徒による授業評価（「最終評価」）」の各項目における「学校全体の評価平均」を「2.6」以上とする。 

 


